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彙 報

彙 報(昭 和62年7月 ～　　昭和62年9月)

国際 シンポ ジウム

◎ 「太 平洋地域 におけ る孤立と発展」

第一部

日　 時　昭和62年9月1日(火)・2日(水)

場 所 国立民族学博物館

第 二部

日　 時　昭和62年9月5日(土)・6日(日)

場 所 八王子 ・大学セ ミナーハ ウス

日　 程

9月1日(火)

　 9:00　 参加者登録

　10:00　 開会の辞

　　 　　 石川　榮吉(組 織委員長 ・都 立大)

　　 　　 V・N・ ミスラ(デ カ ン大)

〔問題提起〕

　10:30「 文化の孤立 と発展一 モデル として

　　 　　 の縄文時代」

　　 　　 エ ゴルソ ン(オ ース トラリア 国立

　　 　　 大)

1.　 縄文文化とは

　　 　　 座長 ・井川　史子(マ クギル大)

　10:50「 開かれた縄文文化」

　　 　　 佐 々木高 明(民 博)

　11:30　 「縄文文化 の孤立 と発展」

　　 　　 小林　達雄(国 学院大)

　12:10討 論

2.縄 文時代 の文化接触 と展開

　 　 　 　　 　 　 座長 ・赤澤 　　威(東 大)

　14:00　 「日本列 島の人 口動態」

　 　 　 　 小山　修三(民 博)

　14:30　 「日本先史時代の漆工芸」

　 　 　 　 鈴木　公雄(慶 応大)

　15:00「 小笠原諸島の考古学」

　 　 　 　小 田　 静夫(東 京都教育委員会)

　15:45討 論

9月2日(水)

3.　 日本考古学 の組織 と薪 しい技術

　 　 　 　　 　 　 座長 ・小山　修三(民 博)

　10:00「 脂質分析 と考古学」

　 　 　 　 中野　益男(帯 畜大)

　10:30「 プ ラン ・オパ ール分析による農耕

　 　 　 　 遺跡 調査」

　 　 　 　 藤原　宏志(宮 崎大)

　11:00　 「日本 における遺跡 ・遺物 の調査 と

　 　 　 　 保護」

　 　 　 　 田中　　琢(奈 文研)

4.縄 文か ら弥生へ

　 　 座長 ・α バー ンズ(ケ ンブ リッジ大)

　14:00「 縄文人 と弥生人」

　 　 　 　 山 口　 　敏(科 博)

　15:00　 「縄文文化 と弥生文化」

　 　 　 　 佐原　　眞(奈 文研)

　 16:15　 総合討論

海外における研究 ・調査 ・収集活動

　氏 名 　 官 職 　 出 発 帰 国 　　 行 先

藤井　龍彦　助教授(第 四研究部)　 62.7.1　 62.11.29　 　ペルー

田邊　繁治　助教授(第 二研究部)　 62.7.2　 62.7.11　 タイ

片倉　素子 教　授(第 二研究部)　 62.7.10　 62.8.16　 バー レー ン,ク ウェー ト,ア ラ

　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　ブ首長国連邦

山本 紀夫 助教授(第 四研究部)　 62.7・ ユ6　 63.3.15　 ペルー,ボ リビア,チ リ,ア ル

　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　ゼ ンチ ン,パ ラグアイ,エ クア

　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　 ドル,コ ロンビア,ア メ リカ合

　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　衆国

庄司　博史　助　手(第 三研究部)　 62.7.19　 62.9.1　 ハ ンガ リー
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八杉　佳穂　助　 手(第 四研究部)　 62.7.27　 62.9.30　 メキ シコ,グ アテマ ラ,ベ リー

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 ズ,ジ ャマイカ,プ エル トリコ,

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 ドミニカ共 和国

瀬川　昌久 　助　手(第 一研究部)　 62.8.3　 62.10.17　 中華人民共和 国,香 港

杉本　尚次　教　授(第 五研究部)　 62.8.10　 62.8.27　 カナダ

守屋　　毅　助教授(第 一研究部)　 62.8.10　 　62.8.27　 　カナダ

利光　有紀　助　手(第 一研究部)　 62.8.17　 62.9.16　 　中華人民共 和国

福井　勝 義　助教授(第 三研究部)　 62.8.　22　 62.9.13　 ス ウェーデ ン,ド イツ連邦共和

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 国,連 合 王国

小川　　 了　助教授(第 三研究部)　 62.8,24　 62.9.28　 　ポル トガル

石毛　直道　教　授(第 四研究部)　 62。8.28　 62.9.8　 　 ソビエ ト連邦

杉村　　 棟　助教授(第 二研究部)　 62.8.30　 62.9.12　 　 トルコ,連 合 王国

佐 々木高明　教　授(第 二研究部)　 62.9.4　 62.9。28　 中華人民共和国

森 田　恒之　助教授(第 五研究部)　 62.9.4　 62.9.19　 オース トラ リア

栗田　靖之 助教授(第 二研究部)　 62.9.6　 62.10。7　 イ ンド,ブ ータ ン王国

杉 田　繁 治　助教授(第 五研究部)　 62.9.14　 62.9.20　 アメ リカ合 衆国

吉本　 　忍　助　手(第 二研究部)　 62.9.14　 62.10.3　 イ ンドネ シア

大塚　和義　助教授(第 一研究部)　 62.9.15　 62.10.5　 　中華人民共和国

小 山　修 三　助教授(第 四研究部)　 62.9.21　 62。10.・17　パ キスタ ン

周　　達生 　助教授(第 一研究部)　 62.9.27　 62。10.・14　 中華人民共和国

宮本　　勝 　助教授(第 二研究部)　 62.9。30　 62.11。16　　 シンガ ポール,マ レーシア,ブ

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 ルネイ

和 田　正平 助教授(第 三研究部)　 62.9.30　 63.1.13　 ケニア,タ ンザニア

来館 者 抄

　 7月2日 　酒井　　浩(玉 川大学附属教育

　　　　　　博物館学芸員)

　　　　　　柿崎　博孝(玉 川大学附属教育

　　　　　　博物館学芸員)

　 7月8日 　Mochtar　BucHoRI(イ ンドネ

　　　　　　シア,イ ンドネシア科学院副院

　　　　　　長)

　　　　　　前田　成文(京 都大学東南アジ

　　　　　　ア研究センター教授)

　 7月9日 　ギデオン・S・ウエレ(ケニア,

　　　　　　ナイロビ大学アフリカ研究所長)

　 7月10日　中国社会科学院訪日団一行

　　　　　　団長　劉　田　珍(社 会科学院

　　　　　　人事教育局副局長)

　　　　　　副団長　斉　克　環(同 　歴史

　　　　　　研究所科研処副処長)

　　　　　　葛　幼　力(同 　文学研究所人

　　　　　　事処副処長)

　 　 　 　 江　小　煕(同 　機 関党委宣伝

　 　 　 　 処副処長)

　 　 　 　 楊　　　 農(同 　外事局総合処

　 　 　 　 科 員)

　 　 　 　 菊川　　健(放 送教育開発セ ン

　 　 　 　 ター教授)

　 　 　 　 川淵　明美(放 送教育開発セ ン

　 　 　 　 ター助手)

7月20日 　Benjamin　 N・CoLBY(ア メ リ

　 　 　 　 カ合衆 国,カ リフォルニア大学

　 　 　 　 教授)

　 　 　 　 鈴木　一正(国 文学研究資料館

　 　 　 　 整理閲覧部閲覧係 長)

7月30日 　 中国,陳 西省代表団一行

8月3日 　 ジュ レビアンコ(ソ ビエ ト連邦,

　 　 　 　 科学アカデ ミー シベ リア支部歴

　 　 　 　 史 ・言語 ・哲学研究所主任研究

　 　 　 　 員)
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8月4日 　 黄　光　男(台 湾,台 北市立美

　　　　 術館長)

8月15日 　 Philip　sHEN(香 港,中 文大学

　　　　 文学部長)

8月26日 　 中野　敏雄(川 崎市市民 ミュー

　　　　 ジァム準備事務室(仮 称)主 査)

8月27日 　 富松　　昇(宮 崎県立美術館建

　　　　 設構想委員会委員長 ・元宮崎市

　　　　 助役)

　　　　 黒木 　淳吉(宮 崎県立美術館建

　　　　 設構想委員会委員 ・宮 崎県総合

　　　　 博物館長)

　　　　 山本　一麿(宮 崎県立美術館建

　　　　 設構想委員会委員・県教育次長)

　　　　 土屋　公雄(宮 崎県立美術館建

　　　　 設構想委員会事務局 ・宮崎県文

　　　　 化課)

9.月5日 　 イ ンドネ シア博物館専門家一行

　　　　　スラフマ ッ ト・デ ィルマ ン(イ

　　　　　ンドネシァ,ジ ャカルタ特別市

　　　　 博物館美術館歴史局副局長)

　　　　　0・A・ シュー ビナ(ソ ビエ ト

　　　　　連邦,ユ ジノサハ リンスク郷土

　　　　　博物館研究員)

　　　　　内田　 祐一(ア イヌ民族博物館

　　　　　学芸員)

9月8日 　Vadim　 R　ZAITzEv(ソ ビエ ト

　　　　　連邦,科 学 アカデ ミー動物学研

　　　　　究所副所長 ・天王寺博マ ンモス

　　　　　館長)

　　　　　Irena　E.　KUZMINA(ソ ビエ ト

　　　　　連邦,科 学アカデ ミー動物学研

　　　　　究所,天 王寺博 マ ンモス館)

　　　　 ガ リーナ ・A・ ソローキナ(ソ

　　　　　ビエ ト連邦,科 学 アカデ ミー展

　　　　 示委員会主任 メ トジス ト)

9月9日 　Keith　 THoMsoN(ニ ユージー

　　　　 ラ ンド,マ ッセイ大学地理学教

　　　　 授)

9月10日 　 中国中共党史研究会訪 日団一行

　　　　 逢　先　知(中 国中共党史研究

　　　　 会副会長,中 共中央文献研究室

　　　　 教授)

　　　　 王　 　　漠(中 国中共党史研究

　　　　 会秘書長,中 共中央党史研究室

　　　　 教授)

　　　　 注　裕 　発(中 国中共 党史研究

　　　　 会理事,中 共 中央文献研究室副

　　　　 教授)

　　　　 傅 禄 永(中 国社会科学院外

　　　　 事局ア ジア,ア フ リカ処通訳)

9月21日 　 B.D.A・MoERAN(連 合王国,

　　　　　ロ ンドン大学 日本学科教授)

9月25日 　 中国陳西省楡林地 区文管会一行

　　　　 康　蘭　英(中 国陵西省楡林地

　　　　　区文管会主任)

　　　　 劉　彦　博(陳 西省文物局博物

　　　　　館処幹部)

　　　　　張 　 　 　智(陳 西 省 文 物 局 通

　　　　　訳)

　　　　　大重　薫子(大 阪市立美術館学

　　　　　芸員)

9月27日 三ケ月 章(東 京大学名誉教授,

　　　　　法制審議会 委員,日 本学術振興

　　　　　会学術相談役)
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国立民族学博物館研究報告寄稿要項

1.国 立民族学博物館研究報告は,民 族学(文 化人類学)に 関す る論文,資 料 ・研究ノー ト,調

査研究活動報告等を掲載 ・発表す ることによ り,民 族学(文 化人類学)の 発展 に寄与するもの

である。

2.国 立民族学博物館研究報告に寄稿す ることがで きる者は,次 のとお りとす る。

(1)国 立民族 学博物館(以 下 「本館」 とい う。)の 教官(客 員教授等を含む。)及 び本館 の組織,

　　運営 に関与する者

②　本館が受け入 れた各種研究員及 び研究協力者

㈲　その他本館において適 当と認 めた者

3.原 稿 を寄稿す る場合 は,論 文,資 料 ・研究ノー ト,調 査研究活動報告等の うち,い ずれであ

　るかをその表紙に明記す るもの とす る。なお,こ の区分 について の最終的な調整は,国 立民族

　学博物館研究報告編集委員会(以 下 「編集委員会」 とい う。)に おいて行 う。(編集す る場合 は,

原則 として論文及び資料 ・研究ノー トを1段 組,そ の他の ものを2段 組 として取 り扱 う。)

4.原 稿執筆 における使用言語 は,日 本語,英 語,フ ラ ンス語,ス ペイ ン語,ロ シア語,中 国語

及び ドイツ語の うちいず れを用いて も差 し支えない。ただ し,そ の他の言語 を用 いる場合は,

編集委員会 に相談する ものとす る。

5。特殊な文字,記 号,印 刷方法等が必要な場合 は,編 集委員会に相談す るもの とする。

6.寄 稿する原稿 が論文で,日 本語を使用す る場合は,原 則 として英文 によ り500語 程度の要 旨

　を付ける ものと し,そ の他 の言語 による論文の場合 は,編 集委員会 に相談す るもの とす る。な

　お,寄 稿する原稿 については,執 筆者名のローマ字表記及び原稿表題 の英文を付記 しなければ

　な らない。

7.寄 稿する原稿 の枚数は,原 則 として制限 しない。ただ し,編 集する場合 は編集委員会 の判断

　によ り,紙 数等 の関係か ら分割 して掲載す ることがある。

8.寄 稿する原稿 は,必 ず清書(欧 文の場合 はタイプ)し,原 稿の写 し1部 を添付す るものとす

　る。なお,図,表 のス ミ入れ,レ タ リングは,編 集委員会で処理する。

9.寄 稿 された原稿 は,審 査委員会 において審査の うえ,採 否を決定する。なお,原 稿は,採 否

　にかかわ らず原則 と して返却 しない。

10.稿 料の支払い,掲 載料の徴収 は行わない。

11.原 稿の執筆に当 って は,別 に定める 「国立民族学博物館研究報告執筆要 領」 によ る。

12.原 稿の寄稿先及 び連絡先は,次 のとお りとす る。

　　　 〒565大 阪府 吹田市千里　万博公園10-1

　　　 　　　 国立民族学博物館内

　　　 　　　 国立民族学博物館研究報告編集委員会(電 話 代表06-876-2151)
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国立民族学博物館研究報告執筆要領

1.原 稿は,200字 詰原稿用紙を使用 し,横 書 きとする。

2.原 稿は,図,表 を除 き,原 則 と して黒 イ ンクを使用す る。

3.日 本語を使用 して執筆する場合 は,原 則 と して当用漢字,現 代かなつかいを用いる。

4.句 読点,括 弧,各 種記号等は,原 則 として原稿用紙のマス目1字 分 の扱 いをする。

5.原 稿中の年 号,月 日及びその他の数字は,原 則 として アラビア数字 を用い る。なお,年 号 は,

　原則 として西暦 とする。

6.図 及び表 は,一 図,一 表 ごとに別紙 に書 き,本 文 とは別 に一括 して添付す るものとす る。な

　お,図,表 ごとに通 し番 号(「図1」,「 表1」 等の要 領によ り記入),図,表 名及び説 明並びに

　 出典等を記 し,本 文原稿 の欄外 には,そ れぞれのそ う入箇所を指定す るもの とする。

7.写 真は,写 りの明瞭な もので,手 札判以上の大 きさに焼 き付けた ものに限 り,図 及び表の扱

　 いに準 じて通 し番号,説 明を付 けた うえ,そ う入箇所を指定する ものとす る。ただ し,カ ラー

　写真は,原 則 と して受 け付 けない。

8.本 文 又は脚注 において文献を指示 する場合 は,カ ギ括弧を付け,著 者名,文 献刊行年次,引

　用ページ数 の順 に下記の例 に従 って記載す る。

　　[柳田1942:67-69]

　　[Leach　1961:123]

　　[柳田1942:67-69,1944:20-22;Leach　 1961:123]

　ただ し,同 年次刊行物 の場合 は,ア ルフ ァベ ット順 によ り,下 記 のように記載 するもの とする。

　　[柳田1942a:20-22][柳 田1942b:10]

9.脚 注 は,一 つ一つ別紙 に記 し,通 し番号を付ける。なお,本 文 中に脚注をそ う入す る箇所に

　 は,脚 注 の当該番号を記入 し,別 紙の脚注 には,本 文 のペー ジ数を明記する ものとす る。

10.本 文及 び脚注 において参照 した文献 は,す べて原稿 の末尾にまとめて下記の方法 によ り記入

　する。

　(1)文 献の配列 は,著 者 名のアル ファベ ット順 とすること。

　(2)文 献の記載 は,著 者 名,年 号,論 題(タ イ トル),誌 名,巻,号,出 版社名の順 とす ること。

　　欧文 の雑誌 名及び単行本 名は,イ タ リック体にするため,原 稿 には下線を引 くこと。また,

　　 ローマ字人名 は,ス モール ・キ ャピタル とするため,二 重下線を 引き,日 本文 の場合 は,論

　　題にカギ括弧,雑 誌 名及び単行本名に二重のカギ括弧を付けること。雑誌 の巻数及び号数は,

　　原則と して アラビア数字を用いること。

　　(例)

　　　論文 の場合　(1)

　　　 　石 田英一郎

　　　 　　　1948　 「文化史的民族学成立の基本問題」『民族学研究』　13(4):311-330。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist. Current 

       Anthropology  14(4): 357-372.

論文 の場合　 (2)

　杉浦 健 一

　 　　1942　 「民間信仰 の話」柳田国男編 『日本民俗学研究』岩波書店,pp・Il7-143。

869



Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal Abuse. 

        In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of Language, 

         The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場合

　泉　 　靖 一

　 　　1966　 『文 明を もった生物』　 日本放送 出版協会。

Murdock, George P.  (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in Anthro-

         pology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻訳書 の場合

　 エ リアーデ,M.

　 　 1974『 シャーマニズ ム　　古代的 エクスタ シー技術　　』 堀一郎訳　冬樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The Uni-

        versity of Chicago Press.
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